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5 　
「
あ
の
子
た
ち
と
ま
た
一
緒
に

や
れ
る
。」
す
ぐ
に
児
童
た
ち
の

顔
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
本
年

度
受
け
持
つ
学
年
が
決
ま
っ
た
と

き
の
こ
と
で
す
。

　
新
五
年
生
は
、
二
年
生
の
と
き

に
も
担
任
し
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

運
動
会
の
練
習
を
が
ん
ば
っ
た
こ

と
、
生
活
科
見
学
に
行
っ
た
こ
と
、

九
九
を
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
覚

え
た
こ
と
、
大
縄
跳
び
の
特
訓
を

し
た
こ
と…

…

。
た
く
さ
ん
の
思

い
出
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
年
度
末

に
書
い
て
く
れ
た
感
謝
の
作
文
は
、

今
で
も
宝
物
の
一
つ
で
す
。

　
先
日
、
新
通
学
班
名
簿
を
作
成

し
て
い
た
と
き
、
班
長
や
副
班
長

に
新
五
年
生
の
名
前
が
た
く
さ
ん

載
っ
て
い
て
、「
あ
の
子
た
ち
も

い
よ
い
よ
高
学
年
な
ん
だ
な
。」

と
成
長
の
早
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
始
業
式
の
日
、
教
室
に
は
懐
か

し
い
顔
が
揃
い
ま
し
た
。
ど
の
子

も
二
年
生
の
と
き
よ
り
頼
も
し
く

見
え
ま
し
た
。
五
年
生
に
な
っ
た

今
年
度
は
、
二
年
生
の
と
き
と
は

反
対
に
、
下
級
生
の
手
本
と
な
り

な
が
ら
、「
さ
れ
る
側
」
か
ら
「
す

る
側
」
の
立
場
と
な
っ
て
、
学
校

全
体
の
た
め
に
み
ん
な
を
引
っ
張

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
こ
と
を
学
び

な
が
ら
、「
進
ん
で
取
り
組
む
態

度
」「
下
級
生
へ
の
思
い
や
り
」

「
高
学
年
と
し
て
の
自
覚
」
な
ど

の
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。　

高
学
年
は
、
大
変
な
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
あ
れ
か
ら
さ
ら
に
成

長
し
て
き
た
こ
の
子
ど
も
た
ち
な

ら
、
き
っ
と
乗
り
越
え
て
く
れ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
で

す
。

　
「
整
理
整
頓
」
の
意
味
の
違
い
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。「
整
理
」
は
、

要
る
も
の
と
要
ら
な
い
も
の
を
分
け

て
、
要
ら
な
い
も
の
は
捨
て
る
こ
と
。

「
整
頓
」
は
、
要
る
も
の
を
使
い
や

す
く
並
べ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

最
近
は
、「
断
捨
離
」
な
ど
の
言
葉

も
多
く
つ
か
わ
れ
、
生
活
は
も
ち
ろ

ん
、
心
の
持
ち
よ
う
ま
で
影
響
す
る

と
い
わ
れ
る
。

　
日
本
の
学
校
教
育
の
中
の
「
掃

除
」
が
、
海
外
の
学
校
で
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。
掃
除
の
効
果
は
大
き
く
、

「
常
に
教
室
が
整
理
さ
れ
て
い
て
清

潔
な
教
室
の
学
級
は
崩
壊
し
な
い
」

確
か
に
私
の
経
験
か
ら
も
、
教
室
の

椅
子
や
机
が
整
然
と
配
置
さ
れ
て
る

環
境
に
は
子
ど
も
達
の
心
が
現
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
掃
除
が
も
た

ら
す
様
々
な
効
果
も
大
き
い
よ
う
だ

が
、
掃
除
が
嫌
い
と
い
う
子
も
多
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
掃
除
を
「
や
ら

さ
れ
て
い
る
」
と
苦
行
に
す
る
の
で

は
な
く
、
掃
除
の
力
で
居
る
場
所
を

き
れ
い
に
し
、「
気
持
が
よ
い
」「
心

が
す
っ
き
り
」
な
ど
の
経
験
を
重
ね
、

勤
労
観
を
養
い
必
要
性
を
感
じ
さ
せ

た
い
。　

掃
除
の
効
果
は
、
精
神
的
効
果
、

肉
体
的
効
果
、
経
済
的
効
果
、
時
間

的
効
果
、
対
人
関
係
効
果
が
あ
り
、

家
庭
で
も
企
業
で
も
注
目
さ
れ
て
き

て
い
る
よ
う
だ
。

　
新
学
期
が
始
ま
り
学
習
環
境
が
安

全
安
心
で
あ
る
た
め
に
も
き
れ
い
な

場
所
は
自
ら
の
力
で
。

（
忽
滑
谷
）

Ⅰ　学びあい、高めあい、夢と希望をはぐくむ教育の推進
１　児童生徒一人ひとりに応じたきめ細やかな指導による
　　学力の育成
２　人との交流や感動体験を通した豊かな心の育成
３　自ら健康・安全を守る資質・能力と健やかな体の育成
４　地域の教育力を生かし教育効果を高める学校教育の推進
Ⅱ　学びあう地域社会をめざす教育の推進
１　家庭・地域の教育力の向上
２　生涯にわたる学習機会の提供と学びのネットワークの推進
３　学びあう地域社会を創る活動の推進
４　市民の暮らしとまちづくりに役立つ読書活動の推進
５　郷土遺産の継承と文化芸術の振興
６　誰もが親しめる生涯スポーツの推進
Ⅲ　組織の総合力を生かした教育の推進

　平成 26年度の学校教育だより「きんもくせい」の編集委員の先生
方をお知らせします。今年度も富士見市の教育理念「人間尊重」の教
育を基本とし、その実現を求めて編集に携わっていただきます。よろ
しくお願いいたします。
《編集委員長》 　　　　　　　　　（つるせ台小学校校長）
《編集副委員長》 　　　　　　　　　（関沢小学校教頭）
《編集委員》 　　　　　　　　　（針ケ谷小学校主幹教諭）
  　　　　　　　　　（勝瀬小学校教諭）
  　　　　　　　　　（富士見台中学校教諭）
  　　　　　　　　　（水谷中学校教諭）
  　　　　　　　　　（富士見特別支援学校教諭）

横顔

編
集
日
記

勝
瀬
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五
年

《平成26年度富士見市教育行政方針》

☆運動会（体育祭）♪音楽会（合唱祭）等の日程
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安全な通学のために
　毎朝、スクールガードリーダーさんが、子ども達の安全な登校を見
守ってくれています。そして、笑顔と優しい声かけが、子ども達の元
気の源になっています。

１年生の力になろうプロジェクト
　本校では、６年生が１年生のお世話をする活動をしています。徐々に１人
でできるようになってくる１年生を見つめる６年生の表情がとても微笑まし
いです。

協力してきれいに、縦割り清掃
　みずほ台小では、縦割り班での清掃を行っています。普段とは担当
場所や分担が変わりますが、班長が計画し、下級生にアドバイスした
り手伝いをしたりしながら、協力して活動します。

　初々しい新入生を囲み、在校生が歌やダンスでおもてなし。全力で
踊り歌う先生達に圧倒されながら最後は新入生も一緒に大合唱！さわ
やかな笑顔があふれる新入生との出会いでした。

新入生歓迎会

命の授業　～いのちは『意・望・知』～
　過去から未来へつながる命。胎児の心音を聞き、抱っこ体験を通して、
子どもたちは今、未来へつなぐ命のバトンを持っていることを知ること
ができました。
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　校
庭
の
花
々
が
色
鮮
や
か
に
咲
き
、木
々

の
緑
が
明
る
い
日
差
し
に
輝
く
春
。
元
気

い
っ
ぱ
い
の
新
入
生
を
迎
え
て
、
二
十
六

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　進
学
や
進
級
を
し
て
、
今
、
子
ど
も
た

ち
は
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な

目
標
を
決
め
て
、
進
ん
で
取
り
組
も
う
と

し
た
り
、
先
輩
と
し
て
、
下
級
生
に
手
本

を
見
せ
よ
う
と
努
力
し
た
り
す
る
姿
が
、

た
く
さ
ん
見
ら
れ
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　そ
ん
な
気
持
ち
を
、
一
年
間
大
切
に
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
教
師
も
全

力
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　学
校
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
で
は
、
各
校
の
特
色

あ
る
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
生
き

生
き
と
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

勝

瀬

小

針

ケ

谷

小

西

中

関

沢

小
ようこそ関沢小へ
　４月 11 日、１年生を迎える会を行いました。各学年からのメッセージ
やプレゼントの後、目の前で割れるくす玉に、１年生は大感激。満面の笑
みを浮べ、関沢小への仲間入りです。

真剣なまなざし。今日から私たちも西中生
　１５７名の新入生が真新しい制服に身を包み、中学校生活がスタートし
ました。「夢をかたちに」を合言葉に、大きく成長していってほしいと思い
ます。

「モクモクピカピカ清掃」で学校をきれいに
　針ケ谷小学校では、本年度から掃除の時間をＭＰＳ（モクモク
ピカピカ清掃）と名付けて、モクモクと掃除に取り組んでいます。
自分たちできれいにするところを考え、ピカピカにしています。

「勝瀬小は楽しいよ」～１年生を迎える会～
　ぼくたち４年生は、運動会について紹介します。勝瀬小の１年生を
迎える会は、学校生活の様子を紹介しています。「一緒に頑張ろうね！」
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　「あ
す
な
ろ
」
っ
て
ど
ん
な
教
室
？

 

　「あ
す
な
ろ
」
と
は
、
富
士
見
市
教
育
相

談
室
（
富
士
見
特
別
支
援
学
校
三
階
）
に
設

置
さ
れ
て
い
る
適
応
指
導
教
室
の
名
称
で

す
。
こ
の
教
室
で
は
、
学
校
に
行
き
た
い
け

れ
ど
行
け
な
い
市
内
の
市
立
小
・
中
学
校
に

在
籍
す
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
、
自
立
と
学

校
復
帰
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　「あ
す
な
ろ
」
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
二

時
半
ま
で
開
室
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
お

子
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
自
由
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
等
身
大
の
あ
り
の
ま
ま

で
過
ご
せ
る
居
場
所
で
す
。

　「あ
す
な
ろ
」
で
は
、
一
人
一
人
の
不
登
校

児
童
生
徒
の
状
態
に
合
っ
た
通
い
方
や
過
ご

し
方
を
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
保
護
者
の

方
と
も
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、「
あ
す
な
ろ
」
で
は
、
様
々
な
体
験

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
開
室
期
間
と
主
な
体
験
活
動
〉

一
学
期

　四
月
八
日
か
ら
七
月
十
一
日

始
業
式
、
花
の
苗
植
え
、
田
植
え
、
難
波
田

城
公
園
内
古
民
家
で
の
宿
泊
体
験
活
動
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
昼
食
会
、
終
業
式
等

二
学
期

　八
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
十
二

日始
業
式
、
稲
刈
り
、
と
し
ま
え
ん
へ
の
遠
足
、

お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
、
終
業
式
等

三
学
期

　一
月
八
日
か
ら
三
月
六
日

始
業
式
、
避
難
訓
練
、
餅
つ
き
、

感
謝
の
集
い
、
通
室
証
書
授
与
式
等

　以
上
の
よ
う
な
体
験
活
動
の
他
、
お
子
さ

ん
の
状
態
や
気
持
ち
を
十
分
に
配
慮
し
な
が

ら
徐
々
に
学
校
復
帰
に
向
け
た
様
々
な
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　通
室
を
希
望
す
る
方
は
、
担
任
の
先
生
に

申
し
出
て
い
た
だ
く
か
、
本
室
ま
で
直
接
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
）
富
士
見
市
教
育
相
談
室

℡
０
４
９
｜
２
５
３
｜
５
３
１
３

（
担
当
者
）
指
導
員

　深
田
・
佐
久
川

『
教
育
相
談
Ｑ
＆
Ａ
』

＝
市
教
育
相
談
室
よ
り
＝

ＡＱ

2020
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を
一
本
ず
つ
糸
を
通
し
て
織
り
上

げ
ま
す
。
そ
の
織
物
で
ミ
シ
ン
を

使
っ
て
、
ポ
ー
チ
や
ペ
ン
ケ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。

【
陶
工
班
】

　お
皿
、
小
鉢
、
花
器
、
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
な
ど
作
り
ま
す
。
粘
土

が
、
お
皿
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て

の
工
程
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
エ
コ
班
】

　校
庭
を
電
動
芝
刈
り
機
で
き
れ

い
に
し
ま
す
。
秋
に
は
、
落
ち
葉

を
集
め
て
腐
葉
土
を
作
り
ま
す
。

空
き
缶
つ
ぶ
し
も
し
て
い
ま
す
。

【
校
内
学
習
】

　全
員
で
、
軽
作
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
福
祉
作
業
所
か
ら
一
部
、

仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

【
十
個
ず
つ
ま
と
め
る
】

　十
ま
で
数
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
、
十
個
ず
つ
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　十
個
の
枠
が
あ
る
箱
を
一
つ
用

意
し
ま
す
。
十
個
入
り
の
卵
パ
ッ

ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

十
個
の
枠
の
中
に
１
つ
ず
つ
入
れ

て
い
き
ま
す
。「
１
個
ず
つ
」
を

十
回
や
れ
ば
、
合
わ
せ
て
十
個
に

な
り
ま
す
。

【
見
通
し
を
持
つ
】

　そ
の
時
間
の
仕
事
（
空
き
缶
）

を
す
べ
て
た
ら
い
に
出
し
て
お
き

ま
す
。
た
ら
い
の
中
の
缶
を
取
り
、

つ
ぶ
し
た
ら
、
カ
ゴ
に
入
れ
ま
す
。

仕
事
を
す
る
と
、
カ
ゴ
の
中
の
缶

が
増
え
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
行

っ
た
仕
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
ら
い
の
中
が
空
っ
ぽ
に
な

っ
た
ら
、
そ
の
日
の
仕
事
は
終
わ

り
で
す
。

　時
計
を
読
め
な
く
て
も
、
活
動

の
終
わ
り
が
わ
か
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
途
中
で
た
ら
い
の
中

に
仕
事
を
足
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
で
す
。

　見
通
し
が
持
て
る
こ
と
と
、
ル

ー
ル
が
守
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
ら

取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲
は
、
ず

い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
す
。

　「
ど
う
や
っ
た
ら
、
で
き
る
の

か
」
と
い
う
視
点
で
考
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
方
法
は
、
一
人
一
人

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

　一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、

学
習
内
容
を
設
定
し
、
指
導
を
構

成
す
る
こ
と
に
、
特
別
支
援
教
育

の
醍
醐
味
が
あ
り
ま
す
。

　本
校
の
高
等
部
の
作
業
学
習
は
、

木
工
や
手
工
芸
な
ど
の
作
業
を
通

し
て
、
仲
間
と
協
力
し
て
手
早
く

集
中
し
て
丁
寧
に
仕
事
に
取
り
組

み
、
責
任
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
る
力
を
培
う
と
い
う

こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
仕
事
を
す
る
上
で
挨

拶
や
返
事
、
報
告
が
し
っ
か
り
で

き
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

よ
く
分
か
ら
な
い
と
き
は
そ
の
ま

ま
に
し
な
い
で
質
問
す
る
、
支
援

を
求
め
る
と
い
う
こ
と
も
欠
か
せ

な
い
の
で
、
し
っ
か
り
指
導
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　殿
山
に
あ
る
複
式
学
級
の
教
室

は
、
い
つ
も
明
る
く
、
優
し
さ
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

担
当
の
教
員
以
外
に
も
、
多
く
の

先
生
方
か
ら
の
励
ま
し
の
声
が
あ

る
こ
と
や
、
同
年
代
の
生
徒
の
温

か
く
、
時
に
対
等
な
関
わ
り
方
が

日
常
的
に
存
在
す
る
か
ら
で
す
。

　学
級
で
は
、
昨
年
ま
で
四
名
だ

っ
た
集
団
が
、
四
月
か
ら
八
名
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
は
、
緊
張
感

が
距
離
感
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た

が
、
同
じ
空
間
を
共
に
し
て
い
る

と
、
お
互
い
の
存
在
を
自
然
に
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

打
ち
解
け
る
ま
で
の
時
間
は
、
素

直
な
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
の
で

き
る
生
徒
た
ち
ほ
ど
早
い
よ
う
で

す
。　人

数
が
倍
に
な
り
、
生
徒
の
間

で
話
題
も
倍
、
楽
し
さ
も
倍
、
笑

顔
も
倍
、
相
乗
効
果
で
そ
れ
以
上

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
社
会

生
活
で
の
自
立
を
目
指
す
複
式
の

生
徒
に
と
っ
て
、
一
番
大
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

機
会
が
増
え
る
こ
と
は
、
と
て
も

よ
い
こ
と
で
す
。

　今
後
の
複
式
学
級
は
、
切
磋
琢

磨
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
生
か
し
、
互
い
の
よ
さ
を
認
め

合
え
る
人
間
関
係
を
築
い
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
友
達
の
頑
張
る

姿
を
自
己
の
行
動
意
欲
に
か
え
て

失
敗
覚
悟
の
挑
戦
を
敢
え
て
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特別支援教育

殿
山
に
吹
く
風

　複
式
学
級

富
士
見
台
中
学
校

　教
諭

中
島

　
慎
夫

　五
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
学
習

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
農
園
芸
班
】

　畑
で
、
野
菜
を
作
り
ま
す
。
主

な
活
動
は
、
耕
運
機
を
使
っ
た
畑

づ
く
り
、
種
ま
き
、
間
引
き
、
追
肥
、

収
穫
な
ど
で
す
。

【
木
工
班
】

　木
を
使
っ
て
実
用
品
を
作
り
ま

す
。
特
に
ベ
ン
チ
、
箸
は
、
人
気

が
あ
り
ま
す
。
電
動
の
工
具
も
多

く
使
う
の
で
、
工
具
の
使
い
方
も

学
習
し
ま
す
。

【
手
工
芸
班
】

　「
さ
を
り
織
り
」
と
い
う
織
物

わかる授業
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特
別
支
援
学
校
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、
平
成
二
十
五
年
度
の

間
に
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
『
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
職
業
教
育
の
充
実
』
は
、
新
し
く
示
さ

れ
た
四
つ
の
柱
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
に
、
か
か
わ
り
の
深
い
時
間
が
、「
作

業
学
習
」
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
学
校
で
は
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
「
個
別
の
指
導

計
画
」
が
あ
り
ま
す
。
教
科
や
学
習
の
内
容
に
つ
い
て
、
一
人
一
人
、
個

別
の
目
標
を
た
て
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
個
別
の
方
法
で
、
一
人
一
人
に

必
要
な
力
を
つ
け
る
取
り
組
み
で
す
。

　
『
一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
』、
こ
れ
も
、
新
し
い
柱
の
一
つ
で

す
。
一
人
一
人
が
わ
か
る
授
業
と
い
う
視
点
か
ら
、高
等
部「
作
業
学
習
」

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

一
人
一
人
に
む
き
あ
う

作
業
学
習

作
業
班
の
紹
介

一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導

終
わ
り
に

指
導
・
講
評

富
士
見
特
別
支
援
学
校
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
川
勝

　
義
彦

　特
別
支
援
学
校
に
は
、「
作
業

学
習
」
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

　作
業
活
動
を
学
習
の
中
心
に
し

な
が
ら
、
生
徒
の
働
く
意
欲
を
培

い
、
将
来
の
職
業
生
活
や
社
会
自

立
に
必
要
な
事
柄
を
総
合
的
に
学

習
す
る
も
の
で
す
。

　作
業
活
動
と
は
、
農
耕
、
園
芸
、

紙
工
、
木
工
、
縫
製
、
窯
業
、
食

品
加
工
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の

ほ
か
、
販
売
、
清
掃
や
接
客
な
ど

も
含
み
ま
す
。

　富
士
見
特
別
支
援
学
校
に
は
、

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
が
あ

り
ま
す
。

　「
作
業
学
習
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
中
学
部
と
高
等
部
で
、

学
部
ご
と
に
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　中
学
部
と
高
等
部
で
は
、
め
ざ

す
も
の
も
、
作
業
活
動
の
内
容
も
、

異
な
り
ま
す
。
中
学
部
で
の
学
習

の
上
に
高
等
部
の
学
習
を
積
み
重

ね
、
卒
業
後
の
進
路
・
就
労
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
高
等
部
の
作
業
学
習
】

　高
等
部
の
生
徒
は
、
一
年
生
か

ら
三
年
生
ま
で
、
あ
わ
せ
て
十
七

名
で
す
。

　卒
業
後
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
、
就

労
・
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
進
路
先
は
、
一
般

企
業
、
福
祉
就
労
、
ケ
ア
施
設
な

ど
様
々
で
す
。

　高
等
部
の
作
業
学
習
で
は
、
一

人
一
人
の
卒
業
後
の
生
活
や
進
路

先
で
の
職
業
生
活
を
意
識
し
た
目

標
を
た
て
ま
す
。
進
路
先
で
、
実

際
に
活
か
せ
る
力
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　も
の
を
作
る
技
能
や
、
道
具
を

使
う
技
能
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
困
り
ま
す
。

他
に
も
大
切
な
ね
ら
い
が
あ
り
ま

す
。

　一
つ
め
は
、
作
業
態
度
で
す
。

あ
い
さ
つ
、
返
事
、
報
告
、
身
支

度
な
ど
を
具
体
的
に
身
に
付
け
ま

す
。
作
業
活
動
の
中
で
、作
る
喜
び
、

働
く
喜
び
を
体
験
し
、
集
中
力
や

や
り
通
す
力
を
育
て
ま
す
。

　二
つ
め
は
、
教
科
な
ど
で
学
習

し
た
こ
と
を
実
際
の
場
面
で
使
う

力
を
培
う
こ
と
で
す
。

　三
つ
め
は
、
共
に
取
り
組
む
姿

勢
と
そ
の
力
で
す
。

　社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
協
力

し
て
取
り
組
む
姿
勢
が
必
要
で
す
。

　その日は満開の桜、小鳥のさえずり、友達の笑顔、そ

して待ちに待った始業式の日でした。私も一つ上の学年

へ進級します。新しい先生、新しい友達、新しい教室で、

１年間過ごす最初の日でもあります。私にとって新しい

教室の扉は未来を決める扉のように感じられました。教

室の中には今まで知らなかった、たくさんの「新しい」

があります。そしてこの「新しい」は、私を前へ前へと

進めてくれます。これからの行事は新しい仲間と共にが

んばっていきます。新しい先生に勉強を教わります。私

はこの「新しい」を楽しみ、元気いっぱい生活していき

たいと思います。

「新しい」を大切にして

関沢小学校　４年
河野　有咲

富士見特別支援学校　教諭 河内　憲子
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を
一
本
ず
つ
糸
を
通
し
て
織
り
上

げ
ま
す
。
そ
の
織
物
で
ミ
シ
ン
を

使
っ
て
、
ポ
ー
チ
や
ペ
ン
ケ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。

【
陶
工
班
】

　お
皿
、
小
鉢
、
花
器
、
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
な
ど
作
り
ま
す
。
粘
土

が
、
お
皿
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て

の
工
程
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
エ
コ
班
】

　校
庭
を
電
動
芝
刈
り
機
で
き
れ

い
に
し
ま
す
。
秋
に
は
、
落
ち
葉

を
集
め
て
腐
葉
土
を
作
り
ま
す
。

空
き
缶
つ
ぶ
し
も
し
て
い
ま
す
。

【
校
内
学
習
】

　全
員
で
、
軽
作
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
福
祉
作
業
所
か
ら
一
部
、

仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

【
十
個
ず
つ
ま
と
め
る
】

　十
ま
で
数
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
、
十
個
ず
つ
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　十
個
の
枠
が
あ
る
箱
を
一
つ
用

意
し
ま
す
。
十
個
入
り
の
卵
パ
ッ

ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

十
個
の
枠
の
中
に
１
つ
ず
つ
入
れ

て
い
き
ま
す
。「
１
個
ず
つ
」
を

十
回
や
れ
ば
、
合
わ
せ
て
十
個
に

な
り
ま
す
。

【
見
通
し
を
持
つ
】

　そ
の
時
間
の
仕
事
（
空
き
缶
）

を
す
べ
て
た
ら
い
に
出
し
て
お
き

ま
す
。
た
ら
い
の
中
の
缶
を
取
り
、

つ
ぶ
し
た
ら
、
カ
ゴ
に
入
れ
ま
す
。

仕
事
を
す
る
と
、
カ
ゴ
の
中
の
缶

が
増
え
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
行

っ
た
仕
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
ら
い
の
中
が
空
っ
ぽ
に
な

っ
た
ら
、
そ
の
日
の
仕
事
は
終
わ

り
で
す
。

　時
計
を
読
め
な
く
て
も
、
活
動

の
終
わ
り
が
わ
か
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
途
中
で
た
ら
い
の
中

に
仕
事
を
足
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
で
す
。

　見
通
し
が
持
て
る
こ
と
と
、
ル

ー
ル
が
守
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
ら

取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲
は
、
ず

い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
す
。

　「
ど
う
や
っ
た
ら
、
で
き
る
の

か
」
と
い
う
視
点
で
考
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
方
法
は
、
一
人
一
人

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

　一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、

学
習
内
容
を
設
定
し
、
指
導
を
構

成
す
る
こ
と
に
、
特
別
支
援
教
育

の
醍
醐
味
が
あ
り
ま
す
。

　本
校
の
高
等
部
の
作
業
学
習
は
、

木
工
や
手
工
芸
な
ど
の
作
業
を
通

し
て
、
仲
間
と
協
力
し
て
手
早
く

集
中
し
て
丁
寧
に
仕
事
に
取
り
組

み
、
責
任
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
る
力
を
培
う
と
い
う

こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
仕
事
を
す
る
上
で
挨

拶
や
返
事
、
報
告
が
し
っ
か
り
で

き
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

よ
く
分
か
ら
な
い
と
き
は
そ
の
ま

ま
に
し
な
い
で
質
問
す
る
、
支
援

を
求
め
る
と
い
う
こ
と
も
欠
か
せ

な
い
の
で
、
し
っ
か
り
指
導
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　殿
山
に
あ
る
複
式
学
級
の
教
室

は
、
い
つ
も
明
る
く
、
優
し
さ
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

担
当
の
教
員
以
外
に
も
、
多
く
の

先
生
方
か
ら
の
励
ま
し
の
声
が
あ

る
こ
と
や
、
同
年
代
の
生
徒
の
温

か
く
、
時
に
対
等
な
関
わ
り
方
が

日
常
的
に
存
在
す
る
か
ら
で
す
。

　学
級
で
は
、
昨
年
ま
で
四
名
だ

っ
た
集
団
が
、
四
月
か
ら
八
名
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
は
、
緊
張
感

が
距
離
感
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た

が
、
同
じ
空
間
を
共
に
し
て
い
る

と
、
お
互
い
の
存
在
を
自
然
に
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

打
ち
解
け
る
ま
で
の
時
間
は
、
素

直
な
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
の
で

き
る
生
徒
た
ち
ほ
ど
早
い
よ
う
で

す
。　人

数
が
倍
に
な
り
、
生
徒
の
間

で
話
題
も
倍
、
楽
し
さ
も
倍
、
笑

顔
も
倍
、
相
乗
効
果
で
そ
れ
以
上

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
社
会

生
活
で
の
自
立
を
目
指
す
複
式
の

生
徒
に
と
っ
て
、
一
番
大
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

機
会
が
増
え
る
こ
と
は
、
と
て
も

よ
い
こ
と
で
す
。

　今
後
の
複
式
学
級
は
、
切
磋
琢

磨
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
生
か
し
、
互
い
の
よ
さ
を
認
め

合
え
る
人
間
関
係
を
築
い
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
友
達
の
頑
張
る

姿
を
自
己
の
行
動
意
欲
に
か
え
て

失
敗
覚
悟
の
挑
戦
を
敢
え
て
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特別支援教育

殿
山
に
吹
く
風

　複
式
学
級

富
士
見
台
中
学
校

　教
諭

中
島

　
慎
夫

　五
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
学
習

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
農
園
芸
班
】

　畑
で
、
野
菜
を
作
り
ま
す
。
主

な
活
動
は
、
耕
運
機
を
使
っ
た
畑

づ
く
り
、
種
ま
き
、
間
引
き
、
追
肥
、

収
穫
な
ど
で
す
。

【
木
工
班
】

　木
を
使
っ
て
実
用
品
を
作
り
ま

す
。
特
に
ベ
ン
チ
、
箸
は
、
人
気

が
あ
り
ま
す
。
電
動
の
工
具
も
多

く
使
う
の
で
、
工
具
の
使
い
方
も

学
習
し
ま
す
。

【
手
工
芸
班
】

　「
さ
を
り
織
り
」
と
い
う
織
物

わかる授業
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特
別
支
援
学
校
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、
平
成
二
十
五
年
度
の

間
に
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
『
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
職
業
教
育
の
充
実
』
は
、
新
し
く
示
さ

れ
た
四
つ
の
柱
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
に
、
か
か
わ
り
の
深
い
時
間
が
、「
作

業
学
習
」
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
学
校
で
は
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
「
個
別
の
指
導

計
画
」
が
あ
り
ま
す
。
教
科
や
学
習
の
内
容
に
つ
い
て
、
一
人
一
人
、
個

別
の
目
標
を
た
て
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
個
別
の
方
法
で
、
一
人
一
人
に

必
要
な
力
を
つ
け
る
取
り
組
み
で
す
。

　
『
一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
』、
こ
れ
も
、
新
し
い
柱
の
一
つ
で

す
。
一
人
一
人
が
わ
か
る
授
業
と
い
う
視
点
か
ら
、高
等
部「
作
業
学
習
」

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

一
人
一
人
に
む
き
あ
う

作
業
学
習

作
業
班
の
紹
介

一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導

終
わ
り
に

指
導
・
講
評

富
士
見
特
別
支
援
学
校
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
川
勝

　
義
彦

　特
別
支
援
学
校
に
は
、「
作
業

学
習
」
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

　作
業
活
動
を
学
習
の
中
心
に
し

な
が
ら
、
生
徒
の
働
く
意
欲
を
培

い
、
将
来
の
職
業
生
活
や
社
会
自

立
に
必
要
な
事
柄
を
総
合
的
に
学

習
す
る
も
の
で
す
。

　作
業
活
動
と
は
、
農
耕
、
園
芸
、

紙
工
、
木
工
、
縫
製
、
窯
業
、
食

品
加
工
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の

ほ
か
、
販
売
、
清
掃
や
接
客
な
ど

も
含
み
ま
す
。

　富
士
見
特
別
支
援
学
校
に
は
、

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
が
あ

り
ま
す
。

　「
作
業
学
習
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
中
学
部
と
高
等
部
で
、

学
部
ご
と
に
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　中
学
部
と
高
等
部
で
は
、
め
ざ

す
も
の
も
、
作
業
活
動
の
内
容
も
、

異
な
り
ま
す
。
中
学
部
で
の
学
習

の
上
に
高
等
部
の
学
習
を
積
み
重

ね
、
卒
業
後
の
進
路
・
就
労
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
高
等
部
の
作
業
学
習
】

　高
等
部
の
生
徒
は
、
一
年
生
か

ら
三
年
生
ま
で
、
あ
わ
せ
て
十
七

名
で
す
。

　卒
業
後
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
、
就

労
・
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
進
路
先
は
、
一
般

企
業
、
福
祉
就
労
、
ケ
ア
施
設
な

ど
様
々
で
す
。

　高
等
部
の
作
業
学
習
で
は
、
一

人
一
人
の
卒
業
後
の
生
活
や
進
路

先
で
の
職
業
生
活
を
意
識
し
た
目

標
を
た
て
ま
す
。
進
路
先
で
、
実

際
に
活
か
せ
る
力
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　も
の
を
作
る
技
能
や
、
道
具
を

使
う
技
能
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
困
り
ま
す
。

他
に
も
大
切
な
ね
ら
い
が
あ
り
ま

す
。

　一
つ
め
は
、
作
業
態
度
で
す
。

あ
い
さ
つ
、
返
事
、
報
告
、
身
支

度
な
ど
を
具
体
的
に
身
に
付
け
ま

す
。
作
業
活
動
の
中
で
、作
る
喜
び
、

働
く
喜
び
を
体
験
し
、
集
中
力
や

や
り
通
す
力
を
育
て
ま
す
。

　二
つ
め
は
、
教
科
な
ど
で
学
習

し
た
こ
と
を
実
際
の
場
面
で
使
う

力
を
培
う
こ
と
で
す
。

　三
つ
め
は
、
共
に
取
り
組
む
姿

勢
と
そ
の
力
で
す
。

　社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
協
力

し
て
取
り
組
む
姿
勢
が
必
要
で
す
。

　その日は満開の桜、小鳥のさえずり、友達の笑顔、そ

して待ちに待った始業式の日でした。私も一つ上の学年

へ進級します。新しい先生、新しい友達、新しい教室で、

１年間過ごす最初の日でもあります。私にとって新しい

教室の扉は未来を決める扉のように感じられました。教

室の中には今まで知らなかった、たくさんの「新しい」

があります。そしてこの「新しい」は、私を前へ前へと

進めてくれます。これからの行事は新しい仲間と共にが

んばっていきます。新しい先生に勉強を教わります。私

はこの「新しい」を楽しみ、元気いっぱい生活していき

たいと思います。

「新しい」を大切にして

関沢小学校　４年
河野　有咲

富士見特別支援学校　教諭 河内　憲子
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＝高等部「作業学習」＝

働く力をつけるために働く力をつけるために働く力をつけるために
富
士
見
特
別
支
援
学
校
の

「
作
業
学
習
」

2020

特別支援学校で学ぶ

（　）7

学 校

東

中

勝

瀬

中

諏

訪

小

み
ず
ほ
台
小

水

谷

東

小

安全な通学のために
　毎朝、スクールガードリーダーさんが、子ども達の安全な登校を見
守ってくれています。そして、笑顔と優しい声かけが、子ども達の元
気の源になっています。

１年生の力になろうプロジェクト
　本校では、６年生が１年生のお世話をする活動をしています。徐々に１人
でできるようになってくる１年生を見つめる６年生の表情がとても微笑まし
いです。

協力してきれいに、縦割り清掃
　みずほ台小では、縦割り班での清掃を行っています。普段とは担当
場所や分担が変わりますが、班長が計画し、下級生にアドバイスした
り手伝いをしたりしながら、協力して活動します。

　初々しい新入生を囲み、在校生が歌やダンスでおもてなし。全力で
踊り歌う先生達に圧倒されながら最後は新入生も一緒に大合唱！さわ
やかな笑顔があふれる新入生との出会いでした。

新入生歓迎会

命の授業　～いのちは『意・望・知』～
　過去から未来へつながる命。胎児の心音を聞き、抱っこ体験を通して、
子どもたちは今、未来へつなぐ命のバトンを持っていることを知ること
ができました。

（　）6

　校
庭
の
花
々
が
色
鮮
や
か
に
咲
き
、木
々

の
緑
が
明
る
い
日
差
し
に
輝
く
春
。
元
気

い
っ
ぱ
い
の
新
入
生
を
迎
え
て
、
二
十
六

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　進
学
や
進
級
を
し
て
、
今
、
子
ど
も
た

ち
は
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な

目
標
を
決
め
て
、
進
ん
で
取
り
組
も
う
と

し
た
り
、
先
輩
と
し
て
、
下
級
生
に
手
本

を
見
せ
よ
う
と
努
力
し
た
り
す
る
姿
が
、

た
く
さ
ん
見
ら
れ
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　そ
ん
な
気
持
ち
を
、
一
年
間
大
切
に
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
教
師
も
全

力
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　学
校
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
で
は
、
各
校
の
特
色

あ
る
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
生
き

生
き
と
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

勝

瀬

小

針

ケ

谷

小

西

中

関

沢

小
ようこそ関沢小へ
　４月 11 日、１年生を迎える会を行いました。各学年からのメッセージ
やプレゼントの後、目の前で割れるくす玉に、１年生は大感激。満面の笑
みを浮べ、関沢小への仲間入りです。

真剣なまなざし。今日から私たちも西中生
　１５７名の新入生が真新しい制服に身を包み、中学校生活がスタートし
ました。「夢をかたちに」を合言葉に、大きく成長していってほしいと思い
ます。

「モクモクピカピカ清掃」で学校をきれいに
　針ケ谷小学校では、本年度から掃除の時間をＭＰＳ（モクモク
ピカピカ清掃）と名付けて、モクモクと掃除に取り組んでいます。
自分たちできれいにするところを考え、ピカピカにしています。

「勝瀬小は楽しいよ」～１年生を迎える会～
　ぼくたち４年生は、運動会について紹介します。勝瀬小の１年生を
迎える会は、学校生活の様子を紹介しています。「一緒に頑張ろうね！」
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　「あ
す
な
ろ
」
っ
て
ど
ん
な
教
室
？

 

　「あ
す
な
ろ
」
と
は
、
富
士
見
市
教
育
相

談
室
（
富
士
見
特
別
支
援
学
校
三
階
）
に
設

置
さ
れ
て
い
る
適
応
指
導
教
室
の
名
称
で

す
。
こ
の
教
室
で
は
、
学
校
に
行
き
た
い
け

れ
ど
行
け
な
い
市
内
の
市
立
小
・
中
学
校
に

在
籍
す
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
、
自
立
と
学

校
復
帰
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　「あ
す
な
ろ
」
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
二

時
半
ま
で
開
室
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
お

子
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
自
由
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
等
身
大
の
あ
り
の
ま
ま

で
過
ご
せ
る
居
場
所
で
す
。

　「あ
す
な
ろ
」
で
は
、
一
人
一
人
の
不
登
校

児
童
生
徒
の
状
態
に
合
っ
た
通
い
方
や
過
ご

し
方
を
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
保
護
者
の

方
と
も
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、「
あ
す
な
ろ
」
で
は
、
様
々
な
体
験

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
開
室
期
間
と
主
な
体
験
活
動
〉

一
学
期

　四
月
八
日
か
ら
七
月
十
一
日

始
業
式
、
花
の
苗
植
え
、
田
植
え
、
難
波
田

城
公
園
内
古
民
家
で
の
宿
泊
体
験
活
動
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
昼
食
会
、
終
業
式
等

二
学
期

　八
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
十
二

日始
業
式
、
稲
刈
り
、
と
し
ま
え
ん
へ
の
遠
足
、

お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
、
終
業
式
等

三
学
期

　一
月
八
日
か
ら
三
月
六
日

始
業
式
、
避
難
訓
練
、
餅
つ
き
、

感
謝
の
集
い
、
通
室
証
書
授
与
式
等

　以
上
の
よ
う
な
体
験
活
動
の
他
、
お
子
さ

ん
の
状
態
や
気
持
ち
を
十
分
に
配
慮
し
な
が

ら
徐
々
に
学
校
復
帰
に
向
け
た
様
々
な
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　通
室
を
希
望
す
る
方
は
、
担
任
の
先
生
に

申
し
出
て
い
た
だ
く
か
、
本
室
ま
で
直
接
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
）
富
士
見
市
教
育
相
談
室

℡
０
４
９
｜
２
５
３
｜
５
３
１
３

（
担
当
者
）
指
導
員

　深
田
・
佐
久
川

『
教
育
相
談
Ｑ
＆
Ａ
』

＝
市
教
育
相
談
室
よ
り
＝

ＡＱ

2020
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　私
の
娘
に
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私

は
、
毎
朝
、
娘
と
一
緒
に
登
校
班

に
付
い
て
学
校
に
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
の
娘
を
見
る
と
、
日
々
成

長
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　娘
は
、
支
援
学
級
で
授
業
を
受

け
て
い
て
、
そ
の
内
容
は
、
娘
に

合
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
も
あ
っ
て
、
入
学
当
初
は
勉
強

と
い
う
言
葉
に
拒
否
感
を
出
し
て

い
た
の
が
、
今
で
は
〝
勉
強
し
た

い
〞
と
言
い
出
す
く
ら
い
勉
強
へ

の
意
欲
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　支
援
学
級
で
の
授
業
以
外
に
も

交
流
授
業
で
通
常
学
級
の
音
楽
な

ど
の
授
業
を
受
け
た
り
、
校
内
で

行
わ
れ
る
音
楽
発
表
会
、
持
久
走

大
会
な
ど
の
行
事
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
持
久
走
大
会
で
は
同
級

生
と
一
緒
に
走
っ
て
、
最
後
ま
で

走
り
切
っ
た
こ
と
で
や
り
き
っ
た

時
の
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
て
走
る

よ
う
に
な
り
、
今
年
の
三
月
に
は
、

二
キ
ロ
の
親
子
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り

切
り
、
娘
は
さ
ら
に
自
信
を
つ
け

た
よ
う
で
す
。

　勉
強
、
マ
ラ
ソ
ン
と
多
く
の
こ

と
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

日
々
の
先
生
方
の
丁
寧
な
指
導

や
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
支
援

学
級
の
娘
に
も
温
か
く
接
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
で
、
楽
し
く
学
校

に
通
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　四
月
か
ら
は
三
年
生
、
少
し
ず

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
一
歩
一
歩

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
頑
張

る
娘
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　今
年
度
、
本
校
の
目
指
す
学
校

像
は
、「
地
域
に
愛
さ
れ
る
魅
力

あ
る
学
校
」
で
す
。「
諏
訪
小
に

行
く
と
こ
ん
な
に
い
い
こ
と
が
待

っ
て
い
る
よ
！
」
と
、
児
童
は
も

ち
ろ
ん
、
家
庭
や
地
域
の
み
な
さ

ん
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
い
う
願
い
で
す
。

　本
校
で
は
、「
す
わ
っ
子
応
援

団
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
大
活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
児
童
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
活

動
さ
れ
て
い
る
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　我
が
家
の
息
子
は
、
一
人
っ
子

の
せ
い
か
「
周
り
に
左
右
さ
れ
ず

わ
が
道
を
行
く
」
タ
イ
プ
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
い
え
ば
マ

イ
ペ
ー
ス
で
す
が
、
悪
く
い
え
ば

協
調
性
に
欠
け
る
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
す
。

　そ
ん
な
息
子
に
対
し
て
、
日
ご

ろ
か
ら
話
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　一
つ
目
は
「
人
を
大
切
に
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　と
て
も
便
利
な
時
代
に
な
っ
た

の
で
、
人
を
介
さ
な
く
て
も
買
い

物
が
で
き
る
し
、
仕
事
も
で
き
ま

す
。　け

れ
ど
も
、
う
れ
し
い
時
や
悲

し
い
時
、
困
っ
た
時
に
頼
れ
る
の

は
、
や
は
り
「
人
」
な
の
で
す
。

特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、

○
あ
い
さ
つ
を
き
ち
ん
と
す
る

○
自
分
が
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
相

　手
に
も
す
る
（
自
分
が
嫌
な
こ

　と
は
相
手
に
も
し
な
い
）

　こ
ん
な
こ
と
を
積
み
重
ね
な
が

ら
「
人
財
」
を
増
や
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　二
つ
目
は
「
自
分
を
大
切
に
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　人
生
は
一
度
し
か
な
い
の
だ
か

ら
、
投
げ
や
り
に
な
っ
た
り
、
失

敗
を
お
そ
れ
て
動
か
な
い
の
は
も

っ
た
い
な
い
。
信
じ
た
道
を
自
分

の
足
で
歩
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。

　途
中
で
道
を
間
違
え
て
し
ま
っ

た
時
や
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
た
時

は
、
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
後
戻
り

を
し
た
り
し
て
も
い
い
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
時
は
、
き
っ
と
自
分

が
増
や
し
た
「
人
財
」
た
ち
が
支

え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
。

　そ
し
て
私
た
ち
親
は
、
ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
「
大
切
な

息
子
」
の
こ
と
を
静
か
に
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
ん
ち
に
は
、
私
は
三
芳
町
に

あ
る
淑
徳
大
学
経
営
学
部
観
光
経

営
学
科
の
教
員
で
、「
子
ど
も
大

学
ふ
じ
み
」
の
実
行
委
員
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
岩
村
沢
也
と
申
し

ま
す
。

　子
ど
も
大
学
は
、
埼
玉
県
が
主

導
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
現
在
で

は
県
下
の
市
町
村
毎
に
大
学
・
市

町
村
の
教
育
委
員
会
・
商
工
会
議

所
・
公
民
館
・
社
協
・
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
「
子
ど
も
大

学
」
の
実
行
委
員
会
を
作
り
、
小

学
校
の
四
〜
六
年
生
向
け
に
、
普

段
小
学
校
で
は
学
べ
な
い
特
別
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
、
実
践

す
る
も
の
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
歴

史
・
産
業
・
生
活
、
異
文
化
、
人

の
生
き
方
・
感
じ
方
、
生
物
・
環

境
・
科
学
の
不
思
議
を
学
ぶ
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　注
目
す
べ
き
は
、
講
師
は
大
学

の
教
員
、
企
業
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地

元
商
店
の
経
営
者
と
、
普
段
小
学

校
で
は
、
な
か
な
か
接
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
大
人
た
ち
が
講
師
を

務
め
、
大
学
、
工
場
、
工
事
現
場
、

銀
行
、
川
の
中
、
郷
土
資
料
館
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
小

学
校
以
外
が
教
室
に
な
る
こ
と
で

す
。　こ

こ
で
は
小
学
生
と
様
々
な
大

人
と
の
結
び
つ
き
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
が
行
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地
域

の
多
様
性
や
す
て
き
な
大
人
た
ち

の
存
在
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
ま

た
、
大
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
育
て

る
と
い
う
想
い
を
強
め
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ア
さ
ん
。
ミ
シ
ン
が
苦
手
な
子
の

救
世
主
、
家
庭
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
芸
術
的
な
作
品
の
お
手
伝
い

を
し
て
く
だ
さ
る
図
工
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
。
ふ
か
ふ
か
の
畑
に
耕
し
て

く
だ
さ
る
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

文
字
に
対
す
る
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
だ
さ
る
書
写
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
そ
し
て
、「
大
人
に
な
っ
て

も
、
心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
が
し
た

い
」
と
児
童
が
憧
れ
る
安
全
の

方
々
と
「
す
わ
っ
こ
く
ら
ぶ
」
の

み
な
さ
ん
。

　児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い

活
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
多
く
の
方
々
と
協
力
し
て
、

地
域
を
愛
し
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ

る
諏
訪
小
学
校
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

教育課題特集

～学校・家庭・地域から～

意
欲
と
自
信

「
地
域
を
愛
し
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
て…

」

木
村

　
真

ふ
じ
み
野
小
学
校

　
保
護
者

大
切
な
も
の

朝
倉

　
朋
栄

東
中
学
校

　
保
護
者

子
ど
も
を
地
域
と
大
学
で
育
て
る

岩
村

　
沢
也

子
ど
も
大
学
ふ
じ
み

　一
年
で
職
場
訪
問
、
二
年
で
職

場
体
験
・
上
級
学
校
訪
問
を
実
施

し
、
三
年
の
進
路
学
習
に
結
び
付

け
、
生
徒
た
ち
の
自
己
実
現
へ
の

意
識
と
態
度
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

地
域
で
活
躍
す
る
方
を
講
師
と
す

る
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
度
は
、
助
産
師
の
方
を
講

師
に
迎
え
、
命
と
向
き
合
う
経
験

を
通
し
、
性
教
育
の
内
容
も
含
め

て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
性
に
関
す
る
内
容
に
恥
ず

か
し
が
り
な
が
ら
話
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
が
、
母
親
は
命
を
懸

け
て
子
供
を
産
む
こ
と
、
自
分
が

親
の
愛
情
を
受
け
て
誕
生
し
た
こ

と
を
聞
い
た
と
き
、
体
育
館
が
静

ま
り
返
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

親
の
愛
情
や
、
自
分
の
存
在
そ
の

も
の
が
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
実
感
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　今
後
も
、
生
徒
た
ち
が
自
分
自

身
を
見
つ
め
、
将
来
を
考
え
る
機

会
と
な
る
講
演
会
や
職
場
体
験
等

の
啓
発
的
体
験
活
動
を
軸
と
し
て
、

進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
未
来
の
自
分
の
た
め
に
」

諏
訪
小
学
校

本
郷
中
学
校
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　私
の
娘
に
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
私

は
、
毎
朝
、
娘
と
一
緒
に
登
校
班

に
付
い
て
学
校
に
行
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
の
娘
を
見
る
と
、
日
々
成

長
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　娘
は
、
支
援
学
級
で
授
業
を
受

け
て
い
て
、
そ
の
内
容
は
、
娘
に

合
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
も
あ
っ
て
、
入
学
当
初
は
勉
強

と
い
う
言
葉
に
拒
否
感
を
出
し
て

い
た
の
が
、
今
で
は
〝
勉
強
し
た

い
〞
と
言
い
出
す
く
ら
い
勉
強
へ

の
意
欲
を
見
せ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　支
援
学
級
で
の
授
業
以
外
に
も

交
流
授
業
で
通
常
学
級
の
音
楽
な

ど
の
授
業
を
受
け
た
り
、
校
内
で

行
わ
れ
る
音
楽
発
表
会
、
持
久
走

大
会
な
ど
の
行
事
に
も
参
加
し
て

い
ま
す
。
持
久
走
大
会
で
は
同
級

生
と
一
緒
に
走
っ
て
、
最
後
ま
で

走
り
切
っ
た
こ
と
で
や
り
き
っ
た

時
の
達
成
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で

は
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
て
走
る

よ
う
に
な
り
、
今
年
の
三
月
に
は
、

二
キ
ロ
の
親
子
マ
ラ
ソ
ン
を
走
り

切
り
、
娘
は
さ
ら
に
自
信
を
つ
け

た
よ
う
で
す
。

　勉
強
、
マ
ラ
ソ
ン
と
多
く
の
こ

と
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

日
々
の
先
生
方
の
丁
寧
な
指
導

や
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
支
援

学
級
の
娘
に
も
温
か
く
接
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
で
、
楽
し
く
学
校

に
通
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と

に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　四
月
か
ら
は
三
年
生
、
少
し
ず

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
一
歩
一
歩

成
長
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
頑
張

る
娘
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　今
年
度
、
本
校
の
目
指
す
学
校

像
は
、「
地
域
に
愛
さ
れ
る
魅
力

あ
る
学
校
」
で
す
。「
諏
訪
小
に

行
く
と
こ
ん
な
に
い
い
こ
と
が
待

っ
て
い
る
よ
！
」
と
、
児
童
は
も

ち
ろ
ん
、
家
庭
や
地
域
の
み
な
さ

ん
か
ら
感
じ
て
い
た
だ
き
た
い
、

と
い
う
願
い
で
す
。

　本
校
で
は
、「
す
わ
っ
子
応
援

団
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
大
活
躍
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

す
。
児
童
と
一
緒
に
楽
し
ん
で
活

動
さ
れ
て
い
る
英
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　我
が
家
の
息
子
は
、
一
人
っ
子

の
せ
い
か
「
周
り
に
左
右
さ
れ
ず

わ
が
道
を
行
く
」
タ
イ
プ
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
く
い
え
ば
マ

イ
ペ
ー
ス
で
す
が
、
悪
く
い
え
ば

協
調
性
に
欠
け
る
と
い
う
こ
と
の

よ
う
で
す
。

　そ
ん
な
息
子
に
対
し
て
、
日
ご

ろ
か
ら
話
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　一
つ
目
は
「
人
を
大
切
に
」
と

い
う
こ
と
で
す
。

　と
て
も
便
利
な
時
代
に
な
っ
た

の
で
、
人
を
介
さ
な
く
て
も
買
い

物
が
で
き
る
し
、
仕
事
も
で
き
ま

す
。　け

れ
ど
も
、
う
れ
し
い
時
や
悲

し
い
時
、
困
っ
た
時
に
頼
れ
る
の

は
、
や
は
り
「
人
」
な
の
で
す
。

特
別
な
こ
と
を
し
な
く
て
も
、

○
あ
い
さ
つ
を
き
ち
ん
と
す
る

○
自
分
が
し
て
ほ
し
い
こ
と
を
相

　手
に
も
す
る
（
自
分
が
嫌
な
こ

　と
は
相
手
に
も
し
な
い
）

　こ
ん
な
こ
と
を
積
み
重
ね
な
が

ら
「
人
財
」
を
増
や
し
て
い
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　二
つ
目
は
「
自
分
を
大
切
に
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

　人
生
は
一
度
し
か
な
い
の
だ
か

ら
、
投
げ
や
り
に
な
っ
た
り
、
失

敗
を
お
そ
れ
て
動
か
な
い
の
は
も

っ
た
い
な
い
。
信
じ
た
道
を
自
分

の
足
で
歩
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。

　途
中
で
道
を
間
違
え
て
し
ま
っ

た
時
や
つ
ま
ず
い
て
し
ま
っ
た
時

は
、
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
後
戻
り

を
し
た
り
し
て
も
い
い
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
時
は
、
き
っ
と
自
分

が
増
や
し
た
「
人
財
」
た
ち
が
支

え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
か
ら
。

　そ
し
て
私
た
ち
親
は
、
ハ
ラ
ハ

ラ
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
「
大
切
な

息
子
」
の
こ
と
を
静
か
に
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　こ
ん
ち
に
は
、
私
は
三
芳
町
に

あ
る
淑
徳
大
学
経
営
学
部
観
光
経

営
学
科
の
教
員
で
、「
子
ど
も
大

学
ふ
じ
み
」
の
実
行
委
員
長
を
務

め
て
お
り
ま
す
岩
村
沢
也
と
申
し

ま
す
。

　子
ど
も
大
学
は
、
埼
玉
県
が
主

導
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
現
在
で

は
県
下
の
市
町
村
毎
に
大
学
・
市

町
村
の
教
育
委
員
会
・
商
工
会
議

所
・
公
民
館
・
社
協
・
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
「
子
ど
も
大

学
」
の
実
行
委
員
会
を
作
り
、
小

学
校
の
四
〜
六
年
生
向
け
に
、
普

段
小
学
校
で
は
学
べ
な
い
特
別
な

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
、
実
践

す
る
も
の
で
す
。
ふ
る
さ
と
の
歴

史
・
産
業
・
生
活
、
異
文
化
、
人

の
生
き
方
・
感
じ
方
、
生
物
・
環

境
・
科
学
の
不
思
議
を
学
ぶ
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　注
目
す
べ
き
は
、
講
師
は
大
学

の
教
員
、
企
業
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
地

元
商
店
の
経
営
者
と
、
普
段
小
学

校
で
は
、
な
か
な
か
接
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
大
人
た
ち
が
講
師
を

務
め
、
大
学
、
工
場
、
工
事
現
場
、

銀
行
、
川
の
中
、
郷
土
資
料
館
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
小

学
校
以
外
が
教
室
に
な
る
こ
と
で

す
。　こ

こ
で
は
小
学
生
と
様
々
な
大

人
と
の
結
び
つ
き
の
中
で
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
が
行
わ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地
域

の
多
様
性
や
す
て
き
な
大
人
た
ち

の
存
在
を
知
る
こ
と
に
な
り
、
ま

た
、
大
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
育
て

る
と
い
う
想
い
を
強
め
る
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ア
さ
ん
。
ミ
シ
ン
が
苦
手
な
子
の

救
世
主
、
家
庭
科
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
芸
術
的
な
作
品
の
お
手
伝
い

を
し
て
く
だ
さ
る
図
工
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
。
ふ
か
ふ
か
の
畑
に
耕
し
て

く
だ
さ
る
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

文
字
に
対
す
る
的
確
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
く
だ
さ
る
書
写
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
そ
し
て
、「
大
人
に
な
っ
て

も
、
心
の
こ
も
っ
た
挨
拶
が
し
た

い
」
と
児
童
が
憧
れ
る
安
全
の

方
々
と
「
す
わ
っ
こ
く
ら
ぶ
」
の

み
な
さ
ん
。

　児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い

活
動
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
多
く
の
方
々
と
協
力
し
て
、

地
域
を
愛
し
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ

る
諏
訪
小
学
校
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

教育課題特集

～学校・家庭・地域から～

意
欲
と
自
信

「
地
域
を
愛
し
、
地
域
か
ら
愛
さ
れ
て…

」

木
村

　
真

ふ
じ
み
野
小
学
校

　
保
護
者

大
切
な
も
の

朝
倉

　
朋
栄

東
中
学
校

　
保
護
者

子
ど
も
を
地
域
と
大
学
で
育
て
る

岩
村

　
沢
也

子
ど
も
大
学
ふ
じ
み

　一
年
で
職
場
訪
問
、
二
年
で
職

場
体
験
・
上
級
学
校
訪
問
を
実
施

し
、
三
年
の
進
路
学
習
に
結
び
付

け
、
生
徒
た
ち
の
自
己
実
現
へ
の

意
識
と
態
度
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
一
環
と
し
て
、

地
域
で
活
躍
す
る
方
を
講
師
と
す

る
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　昨
年
度
は
、
助
産
師
の
方
を
講

師
に
迎
え
、
命
と
向
き
合
う
経
験

を
通
し
、
性
教
育
の
内
容
も
含
め

て
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
性
に
関
す
る
内
容
に
恥
ず

か
し
が
り
な
が
ら
話
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
が
、
母
親
は
命
を
懸

け
て
子
供
を
産
む
こ
と
、
自
分
が

親
の
愛
情
を
受
け
て
誕
生
し
た
こ

と
を
聞
い
た
と
き
、
体
育
館
が
静

ま
り
返
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

親
の
愛
情
や
、
自
分
の
存
在
そ
の

も
の
が
か
け
が
え
の
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
を
、
改
め
て
実
感
し
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　今
後
も
、
生
徒
た
ち
が
自
分
自

身
を
見
つ
め
、
将
来
を
考
え
る
機

会
と
な
る
講
演
会
や
職
場
体
験
等

の
啓
発
的
体
験
活
動
を
軸
と
し
て
、

進
路
指
導
・
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充

実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
未
来
の
自
分
の
た
め
に
」

諏
訪
小
学
校

本
郷
中
学
校

第　　号321 第　　号321き ん も く せ い き ん も く せ い 平成　年  月　日26 5平成　年  月　日26 5

平
成
二
十
三
年
度

　「
子
ど
も
大
学
ふ
じ
み
」

　自
分
た
ち
で
寸
劇
の
シ
ナ
リ
オ

を
作
る
学
習
の
様
子
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を
一
本
ず
つ
糸
を
通
し
て
織
り
上

げ
ま
す
。
そ
の
織
物
で
ミ
シ
ン
を

使
っ
て
、
ポ
ー
チ
や
ペ
ン
ケ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。

【
陶
工
班
】

　お
皿
、
小
鉢
、
花
器
、
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
な
ど
作
り
ま
す
。
粘
土

が
、
お
皿
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て

の
工
程
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
エ
コ
班
】

　校
庭
を
電
動
芝
刈
り
機
で
き
れ

い
に
し
ま
す
。
秋
に
は
、
落
ち
葉

を
集
め
て
腐
葉
土
を
作
り
ま
す
。

空
き
缶
つ
ぶ
し
も
し
て
い
ま
す
。

【
校
内
学
習
】

　全
員
で
、
軽
作
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
福
祉
作
業
所
か
ら
一
部
、

仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

【
十
個
ず
つ
ま
と
め
る
】

　十
ま
で
数
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
、
十
個
ず
つ
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　十
個
の
枠
が
あ
る
箱
を
一
つ
用

意
し
ま
す
。
十
個
入
り
の
卵
パ
ッ

ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

十
個
の
枠
の
中
に
１
つ
ず
つ
入
れ

て
い
き
ま
す
。「
１
個
ず
つ
」
を

十
回
や
れ
ば
、
合
わ
せ
て
十
個
に

な
り
ま
す
。

【
見
通
し
を
持
つ
】

　そ
の
時
間
の
仕
事
（
空
き
缶
）

を
す
べ
て
た
ら
い
に
出
し
て
お
き

ま
す
。
た
ら
い
の
中
の
缶
を
取
り
、

つ
ぶ
し
た
ら
、
カ
ゴ
に
入
れ
ま
す
。

仕
事
を
す
る
と
、
カ
ゴ
の
中
の
缶

が
増
え
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
行

っ
た
仕
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
ら
い
の
中
が
空
っ
ぽ
に
な

っ
た
ら
、
そ
の
日
の
仕
事
は
終
わ

り
で
す
。

　時
計
を
読
め
な
く
て
も
、
活
動

の
終
わ
り
が
わ
か
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
途
中
で
た
ら
い
の
中

に
仕
事
を
足
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
で
す
。

　見
通
し
が
持
て
る
こ
と
と
、
ル

ー
ル
が
守
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
ら

取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲
は
、
ず

い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
す
。

　「
ど
う
や
っ
た
ら
、
で
き
る
の

か
」
と
い
う
視
点
で
考
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
方
法
は
、
一
人
一
人

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

　一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、

学
習
内
容
を
設
定
し
、
指
導
を
構

成
す
る
こ
と
に
、
特
別
支
援
教
育

の
醍
醐
味
が
あ
り
ま
す
。

　本
校
の
高
等
部
の
作
業
学
習
は
、

木
工
や
手
工
芸
な
ど
の
作
業
を
通

し
て
、
仲
間
と
協
力
し
て
手
早
く

集
中
し
て
丁
寧
に
仕
事
に
取
り
組

み
、
責
任
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
る
力
を
培
う
と
い
う

こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
仕
事
を
す
る
上
で
挨

拶
や
返
事
、
報
告
が
し
っ
か
り
で

き
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

よ
く
分
か
ら
な
い
と
き
は
そ
の
ま

ま
に
し
な
い
で
質
問
す
る
、
支
援

を
求
め
る
と
い
う
こ
と
も
欠
か
せ

な
い
の
で
、
し
っ
か
り
指
導
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　殿
山
に
あ
る
複
式
学
級
の
教
室

は
、
い
つ
も
明
る
く
、
優
し
さ
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

担
当
の
教
員
以
外
に
も
、
多
く
の

先
生
方
か
ら
の
励
ま
し
の
声
が
あ

る
こ
と
や
、
同
年
代
の
生
徒
の
温

か
く
、
時
に
対
等
な
関
わ
り
方
が

日
常
的
に
存
在
す
る
か
ら
で
す
。

　学
級
で
は
、
昨
年
ま
で
四
名
だ

っ
た
集
団
が
、
四
月
か
ら
八
名
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
は
、
緊
張
感

が
距
離
感
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た

が
、
同
じ
空
間
を
共
に
し
て
い
る

と
、
お
互
い
の
存
在
を
自
然
に
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

打
ち
解
け
る
ま
で
の
時
間
は
、
素

直
な
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
の
で

き
る
生
徒
た
ち
ほ
ど
早
い
よ
う
で

す
。　人

数
が
倍
に
な
り
、
生
徒
の
間

で
話
題
も
倍
、
楽
し
さ
も
倍
、
笑

顔
も
倍
、
相
乗
効
果
で
そ
れ
以
上

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
社
会

生
活
で
の
自
立
を
目
指
す
複
式
の

生
徒
に
と
っ
て
、
一
番
大
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

機
会
が
増
え
る
こ
と
は
、
と
て
も

よ
い
こ
と
で
す
。

　今
後
の
複
式
学
級
は
、
切
磋
琢

磨
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
生
か
し
、
互
い
の
よ
さ
を
認
め

合
え
る
人
間
関
係
を
築
い
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
友
達
の
頑
張
る

姿
を
自
己
の
行
動
意
欲
に
か
え
て

失
敗
覚
悟
の
挑
戦
を
敢
え
て
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特別支援教育

殿
山
に
吹
く
風

　複
式
学
級

富
士
見
台
中
学
校

　教
諭

中
島

　
慎
夫

　五
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
学
習

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
農
園
芸
班
】

　畑
で
、
野
菜
を
作
り
ま
す
。
主

な
活
動
は
、
耕
運
機
を
使
っ
た
畑

づ
く
り
、
種
ま
き
、
間
引
き
、
追
肥
、

収
穫
な
ど
で
す
。

【
木
工
班
】

　木
を
使
っ
て
実
用
品
を
作
り
ま

す
。
特
に
ベ
ン
チ
、
箸
は
、
人
気

が
あ
り
ま
す
。
電
動
の
工
具
も
多

く
使
う
の
で
、
工
具
の
使
い
方
も

学
習
し
ま
す
。

【
手
工
芸
班
】

　「
さ
を
り
織
り
」
と
い
う
織
物

わかる授業
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特
別
支
援
学
校
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、
平
成
二
十
五
年
度
の

間
に
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
『
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
職
業
教
育
の
充
実
』
は
、
新
し
く
示
さ

れ
た
四
つ
の
柱
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
に
、
か
か
わ
り
の
深
い
時
間
が
、「
作

業
学
習
」
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
学
校
で
は
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
「
個
別
の
指
導

計
画
」
が
あ
り
ま
す
。
教
科
や
学
習
の
内
容
に
つ
い
て
、
一
人
一
人
、
個

別
の
目
標
を
た
て
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
個
別
の
方
法
で
、
一
人
一
人
に

必
要
な
力
を
つ
け
る
取
り
組
み
で
す
。

　
『
一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
』、
こ
れ
も
、
新
し
い
柱
の
一
つ
で

す
。
一
人
一
人
が
わ
か
る
授
業
と
い
う
視
点
か
ら
、高
等
部「
作
業
学
習
」

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

一
人
一
人
に
む
き
あ
う

作
業
学
習

作
業
班
の
紹
介

一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導

終
わ
り
に

指
導
・
講
評

富
士
見
特
別
支
援
学
校
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
川
勝

　
義
彦

　特
別
支
援
学
校
に
は
、「
作
業

学
習
」
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

　作
業
活
動
を
学
習
の
中
心
に
し

な
が
ら
、
生
徒
の
働
く
意
欲
を
培

い
、
将
来
の
職
業
生
活
や
社
会
自

立
に
必
要
な
事
柄
を
総
合
的
に
学

習
す
る
も
の
で
す
。

　作
業
活
動
と
は
、
農
耕
、
園
芸
、

紙
工
、
木
工
、
縫
製
、
窯
業
、
食

品
加
工
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の

ほ
か
、
販
売
、
清
掃
や
接
客
な
ど

も
含
み
ま
す
。

　富
士
見
特
別
支
援
学
校
に
は
、

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
が
あ

り
ま
す
。

　「
作
業
学
習
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
中
学
部
と
高
等
部
で
、

学
部
ご
と
に
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　中
学
部
と
高
等
部
で
は
、
め
ざ

す
も
の
も
、
作
業
活
動
の
内
容
も
、

異
な
り
ま
す
。
中
学
部
で
の
学
習

の
上
に
高
等
部
の
学
習
を
積
み
重

ね
、
卒
業
後
の
進
路
・
就
労
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
高
等
部
の
作
業
学
習
】

　高
等
部
の
生
徒
は
、
一
年
生
か

ら
三
年
生
ま
で
、
あ
わ
せ
て
十
七

名
で
す
。

　卒
業
後
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
、
就

労
・
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
進
路
先
は
、
一
般

企
業
、
福
祉
就
労
、
ケ
ア
施
設
な

ど
様
々
で
す
。

　高
等
部
の
作
業
学
習
で
は
、
一

人
一
人
の
卒
業
後
の
生
活
や
進
路

先
で
の
職
業
生
活
を
意
識
し
た
目

標
を
た
て
ま
す
。
進
路
先
で
、
実

際
に
活
か
せ
る
力
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　も
の
を
作
る
技
能
や
、
道
具
を

使
う
技
能
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
困
り
ま
す
。

他
に
も
大
切
な
ね
ら
い
が
あ
り
ま

す
。

　一
つ
め
は
、
作
業
態
度
で
す
。

あ
い
さ
つ
、
返
事
、
報
告
、
身
支

度
な
ど
を
具
体
的
に
身
に
付
け
ま

す
。
作
業
活
動
の
中
で
、作
る
喜
び
、

働
く
喜
び
を
体
験
し
、
集
中
力
や

や
り
通
す
力
を
育
て
ま
す
。

　二
つ
め
は
、
教
科
な
ど
で
学
習

し
た
こ
と
を
実
際
の
場
面
で
使
う

力
を
培
う
こ
と
で
す
。

　三
つ
め
は
、
共
に
取
り
組
む
姿

勢
と
そ
の
力
で
す
。

　社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
協
力

し
て
取
り
組
む
姿
勢
が
必
要
で
す
。

　その日は満開の桜、小鳥のさえずり、友達の笑顔、そ

して待ちに待った始業式の日でした。私も一つ上の学年
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進めてくれます。これからの行事は新しい仲間と共にが

んばっていきます。新しい先生に勉強を教わります。私

はこの「新しい」を楽しみ、元気いっぱい生活していき

たいと思います。

「新しい」を大切にして

関沢小学校　４年
河野　有咲

富士見特別支援学校　教諭 河内　憲子

第　　号321 第　　号321き ん も く せ い き ん も く せ い 平成　年  月　日26 5平成　年  月　日26 5

＝高等部「作業学習」＝

働く力をつけるために働く力をつけるために働く力をつけるために
富
士
見
特
別
支
援
学
校
の

「
作
業
学
習
」

2020

特別支援学校で学ぶ

（　）7

学 校

東

中

勝

瀬

中

諏

訪

小

み
ず
ほ
台
小

水

谷

東

小

安全な通学のために
　毎朝、スクールガードリーダーさんが、子ども達の安全な登校を見
守ってくれています。そして、笑顔と優しい声かけが、子ども達の元
気の源になっています。

１年生の力になろうプロジェクト
　本校では、６年生が１年生のお世話をする活動をしています。徐々に１人
でできるようになってくる１年生を見つめる６年生の表情がとても微笑まし
いです。

協力してきれいに、縦割り清掃
　みずほ台小では、縦割り班での清掃を行っています。普段とは担当
場所や分担が変わりますが、班長が計画し、下級生にアドバイスした
り手伝いをしたりしながら、協力して活動します。

　初々しい新入生を囲み、在校生が歌やダンスでおもてなし。全力で
踊り歌う先生達に圧倒されながら最後は新入生も一緒に大合唱！さわ
やかな笑顔があふれる新入生との出会いでした。

新入生歓迎会

命の授業　～いのちは『意・望・知』～
　過去から未来へつながる命。胎児の心音を聞き、抱っこ体験を通して、
子どもたちは今、未来へつなぐ命のバトンを持っていることを知ること
ができました。

（　）6

　校
庭
の
花
々
が
色
鮮
や
か
に
咲
き
、木
々

の
緑
が
明
る
い
日
差
し
に
輝
く
春
。
元
気

い
っ
ぱ
い
の
新
入
生
を
迎
え
て
、
二
十
六

年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　進
学
や
進
級
を
し
て
、
今
、
子
ど
も
た

ち
は
意
欲
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
新
た
な

目
標
を
決
め
て
、
進
ん
で
取
り
組
も
う
と

し
た
り
、
先
輩
と
し
て
、
下
級
生
に
手
本

を
見
せ
よ
う
と
努
力
し
た
り
す
る
姿
が
、

た
く
さ
ん
見
ら
れ
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　そ
ん
な
気
持
ち
を
、
一
年
間
大
切
に
し

て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
教
師
も
全

力
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　学
校
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
Ｙ
で
は
、
各
校
の
特
色

あ
る
活
動
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。
生
き

生
き
と
活
躍
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
、

是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

勝

瀬

小

針

ケ

谷

小

西

中

関

沢

小
ようこそ関沢小へ
　４月 11 日、１年生を迎える会を行いました。各学年からのメッセージ
やプレゼントの後、目の前で割れるくす玉に、１年生は大感激。満面の笑
みを浮べ、関沢小への仲間入りです。

真剣なまなざし。今日から私たちも西中生
　１５７名の新入生が真新しい制服に身を包み、中学校生活がスタートし
ました。「夢をかたちに」を合言葉に、大きく成長していってほしいと思い
ます。

「モクモクピカピカ清掃」で学校をきれいに
　針ケ谷小学校では、本年度から掃除の時間をＭＰＳ（モクモク
ピカピカ清掃）と名付けて、モクモクと掃除に取り組んでいます。
自分たちできれいにするところを考え、ピカピカにしています。

「勝瀬小は楽しいよ」～１年生を迎える会～
　ぼくたち４年生は、運動会について紹介します。勝瀬小の１年生を
迎える会は、学校生活の様子を紹介しています。「一緒に頑張ろうね！」
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　「あ
す
な
ろ
」
っ
て
ど
ん
な
教
室
？

 

　「あ
す
な
ろ
」
と
は
、
富
士
見
市
教
育
相

談
室
（
富
士
見
特
別
支
援
学
校
三
階
）
に
設

置
さ
れ
て
い
る
適
応
指
導
教
室
の
名
称
で

す
。
こ
の
教
室
で
は
、
学
校
に
行
き
た
い
け

れ
ど
行
け
な
い
市
内
の
市
立
小
・
中
学
校
に

在
籍
す
る
不
登
校
児
童
生
徒
の
、
自
立
と
学

校
復
帰
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　「あ
す
な
ろ
」
は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
二

時
半
ま
で
開
室
し
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
お

子
さ
ん
の
状
態
に
応
じ
て
自
由
に
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
等
身
大
の
あ
り
の
ま
ま

で
過
ご
せ
る
居
場
所
で
す
。

　「あ
す
な
ろ
」
で
は
、
一
人
一
人
の
不
登
校

児
童
生
徒
の
状
態
に
合
っ
た
通
い
方
や
過
ご

し
方
を
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
保
護
者
の

方
と
も
じ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、「
あ
す
な
ろ
」
で
は
、
様
々
な
体
験

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
開
室
期
間
と
主
な
体
験
活
動
〉

一
学
期

　四
月
八
日
か
ら
七
月
十
一
日

始
業
式
、
花
の
苗
植
え
、
田
植
え
、
難
波
田

城
公
園
内
古
民
家
で
の
宿
泊
体
験
活
動
、
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
昼
食
会
、
終
業
式
等

二
学
期

　八
月
二
十
五
日
か
ら
十
二
月
十
二

日始
業
式
、
稲
刈
り
、
と
し
ま
え
ん
へ
の
遠
足
、

お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
、
終
業
式
等

三
学
期

　一
月
八
日
か
ら
三
月
六
日

始
業
式
、
避
難
訓
練
、
餅
つ
き
、

感
謝
の
集
い
、
通
室
証
書
授
与
式
等

　以
上
の
よ
う
な
体
験
活
動
の
他
、
お
子
さ

ん
の
状
態
や
気
持
ち
を
十
分
に
配
慮
し
な
が

ら
徐
々
に
学
校
復
帰
に
向
け
た
様
々
な
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　通
室
を
希
望
す
る
方
は
、
担
任
の
先
生
に

申
し
出
て
い
た
だ
く
か
、
本
室
ま
で
直
接
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
）
富
士
見
市
教
育
相
談
室

℡
０
４
９
｜
２
５
３
｜
５
３
１
３

（
担
当
者
）
指
導
員

　深
田
・
佐
久
川

『
教
育
相
談
Ｑ
＆
Ａ
』

＝
市
教
育
相
談
室
よ
り
＝

ＡＱ

2020
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を
一
本
ず
つ
糸
を
通
し
て
織
り
上

げ
ま
す
。
そ
の
織
物
で
ミ
シ
ン
を

使
っ
て
、
ポ
ー
チ
や
ペ
ン
ケ
ー
ス

を
作
り
ま
す
。

【
陶
工
班
】

　お
皿
、
小
鉢
、
花
器
、
ラ
ン
プ

シ
ェ
ー
ド
な
ど
作
り
ま
す
。
粘
土

が
、
お
皿
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て

の
工
程
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
エ
コ
班
】

　校
庭
を
電
動
芝
刈
り
機
で
き
れ

い
に
し
ま
す
。
秋
に
は
、
落
ち
葉

を
集
め
て
腐
葉
土
を
作
り
ま
す
。

空
き
缶
つ
ぶ
し
も
し
て
い
ま
す
。

【
校
内
学
習
】

　全
員
で
、
軽
作
業
に
取
り
組
み

ま
す
。
福
祉
作
業
所
か
ら
一
部
、

仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

【
十
個
ず
つ
ま
と
め
る
】

　十
ま
で
数
え
る
こ
と
が
で
き
な

く
て
も
、
十
個
ず
つ
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　十
個
の
枠
が
あ
る
箱
を
一
つ
用

意
し
ま
す
。
十
個
入
り
の
卵
パ
ッ

ク
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

十
個
の
枠
の
中
に
１
つ
ず
つ
入
れ

て
い
き
ま
す
。「
１
個
ず
つ
」
を

十
回
や
れ
ば
、
合
わ
せ
て
十
個
に

な
り
ま
す
。

【
見
通
し
を
持
つ
】

　そ
の
時
間
の
仕
事
（
空
き
缶
）

を
す
べ
て
た
ら
い
に
出
し
て
お
き

ま
す
。
た
ら
い
の
中
の
缶
を
取
り
、

つ
ぶ
し
た
ら
、
カ
ゴ
に
入
れ
ま
す
。

仕
事
を
す
る
と
、
カ
ゴ
の
中
の
缶

が
増
え
て
い
き
ま
す
。
自
分
の
行

っ
た
仕
事
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
ら
い
の
中
が
空
っ
ぽ
に
な

っ
た
ら
、
そ
の
日
の
仕
事
は
終
わ

り
で
す
。

　時
計
を
読
め
な
く
て
も
、
活
動

の
終
わ
り
が
わ
か
り
ま
す
。

　た
だ
し
、
途
中
で
た
ら
い
の
中

に
仕
事
を
足
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ル
ー
ル
で
す
。

　見
通
し
が
持
て
る
こ
と
と
、
ル

ー
ル
が
守
ら
れ
る
こ
と
で
、
自
ら

取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲
は
、
ず

い
ぶ
ん
変
わ
り
ま
す
。

　「
ど
う
や
っ
た
ら
、
で
き
る
の

か
」
と
い
う
視
点
で
考
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
方
法
は
、
一
人
一
人

そ
れ
ぞ
れ
違
い
ま
す
。

　一
人
一
人
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
、

学
習
内
容
を
設
定
し
、
指
導
を
構

成
す
る
こ
と
に
、
特
別
支
援
教
育

の
醍
醐
味
が
あ
り
ま
す
。

　本
校
の
高
等
部
の
作
業
学
習
は
、

木
工
や
手
工
芸
な
ど
の
作
業
を
通

し
て
、
仲
間
と
協
力
し
て
手
早
く

集
中
し
て
丁
寧
に
仕
事
に
取
り
組

み
、
責
任
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
る

こ
と
が
で
き
る
力
を
培
う
と
い
う

こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
仕
事
を
す
る
上
で
挨

拶
や
返
事
、
報
告
が
し
っ
か
り
で

き
る
と
い
う
こ
と
も
大
切
で
す
が
、

よ
く
分
か
ら
な
い
と
き
は
そ
の
ま

ま
に
し
な
い
で
質
問
す
る
、
支
援

を
求
め
る
と
い
う
こ
と
も
欠
か
せ

な
い
の
で
、
し
っ
か
り
指
導
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　殿
山
に
あ
る
複
式
学
級
の
教
室

は
、
い
つ
も
明
る
く
、
優
し
さ
に

包
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

担
当
の
教
員
以
外
に
も
、
多
く
の

先
生
方
か
ら
の
励
ま
し
の
声
が
あ

る
こ
と
や
、
同
年
代
の
生
徒
の
温

か
く
、
時
に
対
等
な
関
わ
り
方
が

日
常
的
に
存
在
す
る
か
ら
で
す
。

　学
級
で
は
、
昨
年
ま
で
四
名
だ

っ
た
集
団
が
、
四
月
か
ら
八
名
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
は
、
緊
張
感

が
距
離
感
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た

が
、
同
じ
空
間
を
共
に
し
て
い
る

と
、
お
互
い
の
存
在
を
自
然
に
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

打
ち
解
け
る
ま
で
の
時
間
は
、
素

直
な
気
持
ち
で
接
す
る
こ
と
の
で

き
る
生
徒
た
ち
ほ
ど
早
い
よ
う
で

す
。　人

数
が
倍
に
な
り
、
生
徒
の
間

で
話
題
も
倍
、
楽
し
さ
も
倍
、
笑

顔
も
倍
、
相
乗
効
果
で
そ
れ
以
上

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
社
会

生
活
で
の
自
立
を
目
指
す
複
式
の

生
徒
に
と
っ
て
、
一
番
大
切
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養
う

機
会
が
増
え
る
こ
と
は
、
と
て
も

よ
い
こ
と
で
す
。

　今
後
の
複
式
学
級
は
、
切
磋
琢

磨
す
る
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
生
か
し
、
互
い
の
よ
さ
を
認
め

合
え
る
人
間
関
係
を
築
い
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
友
達
の
頑
張
る

姿
を
自
己
の
行
動
意
欲
に
か
え
て

失
敗
覚
悟
の
挑
戦
を
敢
え
て
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特別支援教育

殿
山
に
吹
く
風

　複
式
学
級

富
士
見
台
中
学
校

　教
諭

中
島

　
慎
夫

　五
つ
の
班
に
分
か
れ
て
、
学
習

に
取
り
組
み
ま
す
。

【
農
園
芸
班
】

　畑
で
、
野
菜
を
作
り
ま
す
。
主

な
活
動
は
、
耕
運
機
を
使
っ
た
畑

づ
く
り
、
種
ま
き
、
間
引
き
、
追
肥
、

収
穫
な
ど
で
す
。

【
木
工
班
】

　木
を
使
っ
て
実
用
品
を
作
り
ま

す
。
特
に
ベ
ン
チ
、
箸
は
、
人
気

が
あ
り
ま
す
。
電
動
の
工
具
も
多

く
使
う
の
で
、
工
具
の
使
い
方
も

学
習
し
ま
す
。

【
手
工
芸
班
】

　「
さ
を
り
織
り
」
と
い
う
織
物

わかる授業

（　）2

　
特
別
支
援
学
校
で
は
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
、
平
成
二
十
五
年
度
の

間
に
、
新
し
い
学
習
指
導
要
領
に
よ
る
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
『
自
立
と
社
会
参
加
に
向
け
た
職
業
教
育
の
充
実
』
は
、
新
し
く
示
さ

れ
た
四
つ
の
柱
の
一
つ
で
す
。
こ
れ
に
、
か
か
わ
り
の
深
い
時
間
が
、「
作

業
学
習
」
で
す
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
学
校
で
は
、
す
べ
て
の
児
童
生
徒
に
「
個
別
の
指
導

計
画
」
が
あ
り
ま
す
。
教
科
や
学
習
の
内
容
に
つ
い
て
、
一
人
一
人
、
個

別
の
目
標
を
た
て
、
一
人
一
人
に
合
っ
た
個
別
の
方
法
で
、
一
人
一
人
に

必
要
な
力
を
つ
け
る
取
り
組
み
で
す
。

　
『
一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
』、
こ
れ
も
、
新
し
い
柱
の
一
つ
で

す
。
一
人
一
人
が
わ
か
る
授
業
と
い
う
視
点
か
ら
、高
等
部「
作
業
学
習
」

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

一
人
一
人
に
む
き
あ
う

作
業
学
習

作
業
班
の
紹
介

一
人
一
人
に
応
じ
た
指
導

終
わ
り
に

指
導
・
講
評

富
士
見
特
別
支
援
学
校
校
長

　
　
　
　
　
　
　
　
川
勝

　
義
彦

　特
別
支
援
学
校
に
は
、「
作
業

学
習
」
の
時
間
が
あ
り
ま
す
。

　作
業
活
動
を
学
習
の
中
心
に
し

な
が
ら
、
生
徒
の
働
く
意
欲
を
培

い
、
将
来
の
職
業
生
活
や
社
会
自

立
に
必
要
な
事
柄
を
総
合
的
に
学

習
す
る
も
の
で
す
。

　作
業
活
動
と
は
、
農
耕
、
園
芸
、

紙
工
、
木
工
、
縫
製
、
窯
業
、
食

品
加
工
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の

ほ
か
、
販
売
、
清
掃
や
接
客
な
ど

も
含
み
ま
す
。

　富
士
見
特
別
支
援
学
校
に
は
、

小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
が
あ

り
ま
す
。

　「
作
業
学
習
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
は
、
中
学
部
と
高
等
部
で
、

学
部
ご
と
に
学
習
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　中
学
部
と
高
等
部
で
は
、
め
ざ

す
も
の
も
、
作
業
活
動
の
内
容
も
、

異
な
り
ま
す
。
中
学
部
で
の
学
習

の
上
に
高
等
部
の
学
習
を
積
み
重

ね
、
卒
業
後
の
進
路
・
就
労
へ
と

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

【
高
等
部
の
作
業
学
習
】

　高
等
部
の
生
徒
は
、
一
年
生
か

ら
三
年
生
ま
で
、
あ
わ
せ
て
十
七

名
で
す
。

　卒
業
後
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
、
就

労
・
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
進
路
先
は
、
一
般

企
業
、
福
祉
就
労
、
ケ
ア
施
設
な

ど
様
々
で
す
。

　高
等
部
の
作
業
学
習
で
は
、
一

人
一
人
の
卒
業
後
の
生
活
や
進
路

先
で
の
職
業
生
活
を
意
識
し
た
目

標
を
た
て
ま
す
。
進
路
先
で
、
実

際
に
活
か
せ
る
力
を
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　も
の
を
作
る
技
能
や
、
道
具
を

使
う
技
能
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
困
り
ま
す
。

他
に
も
大
切
な
ね
ら
い
が
あ
り
ま

す
。

　一
つ
め
は
、
作
業
態
度
で
す
。

あ
い
さ
つ
、
返
事
、
報
告
、
身
支

度
な
ど
を
具
体
的
に
身
に
付
け
ま

す
。
作
業
活
動
の
中
で
、作
る
喜
び
、

働
く
喜
び
を
体
験
し
、
集
中
力
や

や
り
通
す
力
を
育
て
ま
す
。

　二
つ
め
は
、
教
科
な
ど
で
学
習

し
た
こ
と
を
実
際
の
場
面
で
使
う

力
を
培
う
こ
と
で
す
。

　三
つ
め
は
、
共
に
取
り
組
む
姿

勢
と
そ
の
力
で
す
。

　社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、

お
互
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
協
力

し
て
取
り
組
む
姿
勢
が
必
要
で
す
。

　その日は満開の桜、小鳥のさえずり、友達の笑顔、そ

して待ちに待った始業式の日でした。私も一つ上の学年

へ進級します。新しい先生、新しい友達、新しい教室で、

１年間過ごす最初の日でもあります。私にとって新しい

教室の扉は未来を決める扉のように感じられました。教

室の中には今まで知らなかった、たくさんの「新しい」

があります。そしてこの「新しい」は、私を前へ前へと

進めてくれます。これからの行事は新しい仲間と共にが

んばっていきます。新しい先生に勉強を教わります。私

はこの「新しい」を楽しみ、元気いっぱい生活していき

たいと思います。

「新しい」を大切にして

関沢小学校　４年
河野　有咲

富士見特別支援学校　教諭 河内　憲子
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教育委員会だより

頼
も
し
く
な
っ
た
五
年
生

伊
藤

　
瑞
祥

水
谷
東
小
学
校

平成　年  月　日（　）26 5 8

編集目標 人間尊重の教育を求めて

平成 年 　学校教育だより26

5 　
「
あ
の
子
た
ち
と
ま
た
一
緒
に

や
れ
る
。」
す
ぐ
に
児
童
た
ち
の

顔
が
思
い
浮
か
び
ま
し
た
。
本
年

度
受
け
持
つ
学
年
が
決
ま
っ
た
と

き
の
こ
と
で
す
。

　
新
五
年
生
は
、
二
年
生
の
と
き

に
も
担
任
し
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。

運
動
会
の
練
習
を
が
ん
ば
っ
た
こ

と
、
生
活
科
見
学
に
行
っ
た
こ
と
、

九
九
を
み
ん
な
で
が
ん
ば
っ
て
覚

え
た
こ
と
、
大
縄
跳
び
の
特
訓
を

し
た
こ
と…

…

。
た
く
さ
ん
の
思

い
出
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
年
度
末

に
書
い
て
く
れ
た
感
謝
の
作
文
は
、

今
で
も
宝
物
の
一
つ
で
す
。

　
先
日
、
新
通
学
班
名
簿
を
作
成

し
て
い
た
と
き
、
班
長
や
副
班
長

に
新
五
年
生
の
名
前
が
た
く
さ
ん

載
っ
て
い
て
、「
あ
の
子
た
ち
も

い
よ
い
よ
高
学
年
な
ん
だ
な
。」

と
成
長
の
早
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　
始
業
式
の
日
、
教
室
に
は
懐
か

し
い
顔
が
揃
い
ま
し
た
。
ど
の
子

も
二
年
生
の
と
き
よ
り
頼
も
し
く

見
え
ま
し
た
。
五
年
生
に
な
っ
た

今
年
度
は
、
二
年
生
の
と
き
と
は

反
対
に
、
下
級
生
の
手
本
と
な
り

な
が
ら
、「
さ
れ
る
側
」
か
ら
「
す

る
側
」
の
立
場
と
な
っ
て
、
学
校

全
体
の
た
め
に
み
ん
な
を
引
っ
張

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
多
く
の
こ
と
を
学
び

な
が
ら
、「
進
ん
で
取
り
組
む
態

度
」「
下
級
生
へ
の
思
い
や
り
」

「
高
学
年
と
し
て
の
自
覚
」
な
ど

の
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。　

高
学
年
は
、
大
変
な
こ
と
も
多

い
で
す
が
、
あ
れ
か
ら
さ
ら
に
成

長
し
て
き
た
こ
の
子
ど
も
た
ち
な

ら
、
き
っ
と
乗
り
越
え
て
く
れ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
こ
れ
か
ら
の
成
長
が
楽
し
み
で

す
。

　
「
整
理
整
頓
」
の
意
味
の
違
い
を

ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。「
整
理
」
は
、

要
る
も
の
と
要
ら
な
い
も
の
を
分
け

て
、
要
ら
な
い
も
の
は
捨
て
る
こ
と
。

「
整
頓
」
は
、
要
る
も
の
を
使
い
や

す
く
並
べ
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
。

最
近
は
、「
断
捨
離
」
な
ど
の
言
葉

も
多
く
つ
か
わ
れ
、
生
活
は
も
ち
ろ

ん
、
心
の
持
ち
よ
う
ま
で
影
響
す
る

と
い
わ
れ
る
。

　
日
本
の
学
校
教
育
の
中
の
「
掃

除
」
が
、
海
外
の
学
校
で
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。
掃
除
の
効
果
は
大
き
く
、

「
常
に
教
室
が
整
理
さ
れ
て
い
て
清

潔
な
教
室
の
学
級
は
崩
壊
し
な
い
」

確
か
に
私
の
経
験
か
ら
も
、
教
室
の

椅
子
や
机
が
整
然
と
配
置
さ
れ
て
る

環
境
に
は
子
ど
も
達
の
心
が
現
わ
れ

て
い
る
よ
う
に
思
う
。
掃
除
が
も
た

ら
す
様
々
な
効
果
も
大
き
い
よ
う
だ

が
、
掃
除
が
嫌
い
と
い
う
子
も
多
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
掃
除
を
「
や
ら

さ
れ
て
い
る
」
と
苦
行
に
す
る
の
で

は
な
く
、
掃
除
の
力
で
居
る
場
所
を

き
れ
い
に
し
、「
気
持
が
よ
い
」「
心

が
す
っ
き
り
」
な
ど
の
経
験
を
重
ね
、

勤
労
観
を
養
い
必
要
性
を
感
じ
さ
せ

た
い
。　

掃
除
の
効
果
は
、
精
神
的
効
果
、

肉
体
的
効
果
、
経
済
的
効
果
、
時
間

的
効
果
、
対
人
関
係
効
果
が
あ
り
、

家
庭
で
も
企
業
で
も
注
目
さ
れ
て
き

て
い
る
よ
う
だ
。

　
新
学
期
が
始
ま
り
学
習
環
境
が
安

全
安
心
で
あ
る
た
め
に
も
き
れ
い
な

場
所
は
自
ら
の
力
で
。

（
忽
滑
谷
）

Ⅰ　学びあい、高めあい、夢と希望をはぐくむ教育の推進
１　児童生徒一人ひとりに応じたきめ細やかな指導による
　　学力の育成
２　人との交流や感動体験を通した豊かな心の育成
３　自ら健康・安全を守る資質・能力と健やかな体の育成
４　地域の教育力を生かし教育効果を高める学校教育の推進
Ⅱ　学びあう地域社会をめざす教育の推進
１　家庭・地域の教育力の向上
２　生涯にわたる学習機会の提供と学びのネットワークの推進
３　学びあう地域社会を創る活動の推進
４　市民の暮らしとまちづくりに役立つ読書活動の推進
５　郷土遺産の継承と文化芸術の振興
６　誰もが親しめる生涯スポーツの推進
Ⅲ　組織の総合力を生かした教育の推進

　平成 26年度の学校教育だより「きんもくせい」の編集委員の先生
方をお知らせします。今年度も富士見市の教育理念「人間尊重」の教
育を基本とし、その実現を求めて編集に携わっていただきます。よろ
しくお願いいたします。
《編集委員長》 　　　　　　　　　（つるせ台小学校校長）
《編集副委員長》 　　　　　　　　　（関沢小学校教頭）
《編集委員》 　　　　　　　　　（針ケ谷小学校主幹教諭）
  　　　　　　　　　（勝瀬小学校教諭）
  　　　　　　　　　（富士見台中学校教諭）
  　　　　　　　　　（水谷中学校教諭）
  　　　　　　　　　（富士見特別支援学校教諭）

横顔

編
集
日
記

勝
瀬
小
学
校

　
五
年

《平成26年度富士見市教育行政方針》

☆運動会（体育祭）♪音楽会（合唱祭）等の日程

忽 滑 谷 美 恵 子

大 畠 　 　 仁
富 田 香 織
福 井 智 子
高 原 　 剛
高 橋 知 雄

山 﨑 　美　　晴

学 校 名 運動会等 雨天の場合 ♪音楽会等
鶴瀬小学校 ９

９
９
９
５
９
５
９
５
５
９
５
５
５
５
５
９
５

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

20
20
20
27
31
20
17
20
31
31
27
18
17
24
24
24
13
24

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

（土）
（土）
（土）
（土）
（土）
（土）
（土）
（土）
（土）
（土）
（土）
（日）
（土）
（土）
（土）
（土）
（土）
（土）

９
９
９
９
６
９
５
９
６
６
９
５
５
５
５
５
９
５

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

25
22
24
30
３
25
21
21
３
１
28
22
20
29
27
28
16
25

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

（木）
（月）
（水）
（火）
（火）
（木）
（水）
（日）
（火）
（日）
（日）
（木）
（火）
（木）
（火）
（水）
（火）
（日）

11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
11
10
10
10
11
10
11
11

月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月
月

８
８
13
７
７
８
８
７
１
８
１
30
29
31
７
28
10
22

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

（土）
（土）
（木）
（金）
（金）
（土）
（土）
（金）
（土）
（土）
（土）
（木）
（水）
（金）
（金）
（火）
（木）
（土）

水谷小学校
南畑小学校
関沢小学校
勝瀬小学校
水谷東小学校
諏訪小学校
みずほ台小学校
針ケ谷小学校
ふじみ野小学校
つるせ台小学校
富士見台中学校
本郷中学校
東中学校
西中学校
勝瀬中学校
水谷中学校
富士見特別支援学校

平成　年  月　日26 5 2020
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